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1東芝エネルギーシステムズ 

TRU 金属燃料高速炉で用いる Zr 高含有燃料(TRU-40wt%Zr)の再処理方法として、燃料を溶解した Cd 相を

陽極、液体 Ga を陰極とする電解プロセスを選定した。本施設の経済性評価を主要機器の概略評価から行っ

たところ、TRU 燃焼量あたりのシステムコストは、従来の U も含むブランケット無し TRU 燃焼高速炉サ

イクル(転換比 0.75)の約 1/4 に削減できる見通しを得た。 
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1. 研究の背景と目的 

これまでの本研究では、Zr 含有率が約 40w%と高くなる、U を含まない TRU 金属燃料を想定した種々の

電解プロセスの試験を実施してきた[1]。それらに基づき電解プロセスを選定するとともに、対応するリサ

イクル施設を検討し、TRU 金属燃料高速炉サイクルの経済性を評価した結果を報告する。 

2. 電解プロセスの選定 

Zr 高含有金属燃料の電解試験に基づく主な電解プ 

ロセスの比較を表 1 に示す。Cd 陽極電解法は Zr が 

塩中にほとんど溶解しないため挙動がシンプルであり、 

これに FP の除染性能が向上できる Ga 陰極を組み合わ 

せた電解法を代表プロセスとした。 

3. リサイクル施設の検討 

20GWe の軽水炉から毎年発生する 3.8t の TRU を継 

続的に燃焼処理できる、4.9GWe の TRU 金属高速炉の

リサイクル施設（処理容量：18.8tTRU/年）のマスバラ

ンス、必要機器台数等を評価し、本システムの経済性

を概略評価した。再処理・燃料製造プロセスの従来[2,4]

からの変更点は、①Cd プールへの燃料溶解の追加、②

U 回収工程の削除、③液体 Ga 陰極中の TRU 回収工程

の追加である。また燃料の比崩壊熱の増加や臨界制限

量の低下により一バッチ当たりの燃料取扱量が低下す

ることなどから、電解や燃料製造関連等の装置台数が

増加する。一方、U がないため取扱う燃料量は従来システムよりも少なくなるため、サイクル施設のコス

トを炉の単位出力当たりで比較すると結果的に従来とほぼ同等になる。しかし、従来システムでは TRU 燃

焼性能が低いため、TRU 燃焼量が同じ条件下で比較すると、本システムの発電コストは従来[3,4]の約 1/4

になる見通しを得た。尚、本研究は文部科学省原子力システム研究開発事業の一環として実施した。 
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表１ 主な電解プロセスの比較 
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図１ システムコストの比較 
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